
研究会報告

23.鉄基アモル ファス合金のスピングラス
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鉄基アモル ファス合金Feト X Eax (Ea=Zr,L.･1,Ce,IJu等)では

鉄の濃度が増すとFe㍗㍗ o相が出現するが,この相は単純なFe㍗㍗o相ではな

く､低温でリエン トラン トスピングラス相 (RSG)に転移する｡Fe㍗㍗ o相の

TcはFe濃度と共に増加するが､ ピークをつ くり､その後減少 し､ Feが90%

近傍でFe㍗㍗ o相は消失､スピングラス相 (SG)が出現する｡Feが90%以

上のアモルファス合金のSG載移温度は110K近傍 にあることからアモル ファス

純鉄は､TsG- 110Kのスピングラスと想像される｡RSGおよびSG相 におけ

るFeトXEax アモル ファス合金の磁気的な性質は､カノニカルSGおよびRS

Gと同様である｡

メスバウァ-効果の測定は､典型的なRSGおよびSGの性質 を示す二つの試料

について行なった｡Fe82.5La17.5では､Tc (265K)以下で急激に内部磁

場が出現 し増加するが､80K以下でスピンの横成分の凍結 によると思われる異常

な増加が観測されたQまたFe91.5La8.5 では､Par･a-SG転移 に伴って内

部磁葛の出現が観測され､ ミクロな測定手段からもRSG,SG相の存在が確認さ

れたO

鉄基アモル ファス合金の磁気的な性質は､圧力に特 に敏感で､たとえばRSGの

性質を示すFe87.5La12.5では､高圧 を加えるとTcは急激に減少､TRS｡ は増

加し､Fe.㍗㍗ o相が消失 してSG相が出現す る｡この結束は､原子間距離の減少

によって最近接のFe-Fe間に働 くプラスの相互作用が減少すると共 に､マイナ

スの相互作用が増大することによって､SG相が出現 したことを示 している｡

鉄基アモル ファス合金は遍歴電子磁性体であ り,Fe-Fe間 に働 く相互作用の

符号と大きさはFeの回りにあるFeの配位数 とその間の距離に依存する｡これが

RSG,SG相出現の原因であり､鉄基アモル ファス合金は新 しいタイプのスピン

グラスと考えることができるO
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